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CHERRY BOMB | 設置マニュアル
RockusticsのCB5ランドスケープスピーカーをお買い上げいただきありがとうございます。
Cherry Bombは特許取得済みの3way構成で、5インチのダブルチャンバー、バンドパスサブウーファー、
4インチのウーファー、0.75インチのツイーターが全て一つのスピーカーに集約されています。
適切に設置することで、スピーカーが長持ちし最高の音質をより長く提供することができます。 

設置場所の準備

以下のスピーカー要素を十分に考慮しCB5スピーカーの取り付け場所を選択してください。

• スピーカーは部分的に地面に埋まるように設計されていますが、地面の上に置いて設置することもできます。

• CB5スピーカーは、サブウーファーが統合されたフルレンジシステムです。
リスニングエリアの均等な音圧を考慮し、各CB5スピーカー間の距離を均等に保つようにします。

• CB5スピーカーは、オーディオを聞きたいリスニングエリアの周囲またはその近くに配置することをお勧めします。

•スピーカーからリスニングエリアを直接見える場所に設置することが必要です。

•すべてのスピーカーがリスニングエリアからほぼ同じ距離になるように各スピーカーを配置します。

•スピーカーをスプリンクラーの前に配置したり、スプリンクラーから直接噴射したりしないでください。
•ユニットからコーンへの水の侵入を防ぐために、トップスピーカーを水平から45°以上に向けないでください。
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• スピーカーを水がたまりやすい場所に置かないでください。

考えられるすべての設置構成を予測または対応することはできません。 
許容可能な音声分散を実現するには、いろいろなパターンを試す必要があります。
参考のために、典型的な設置レイアウトを掲載いたします。



ケーブル接続

CB5スピーカーは配線によりハイインピーダンス(Hi-Z)出力か、8オーム出力かを選択することができます。
 Hi-Zおよび8オームの配線構成については、以下の図を参照してください。

スピーカーケーブルの配線

Rockusticsは、AWG14またはAWG16の埋設用ケーブルの使用を推奨しています。
スピーカーを設置する前に、目的のスピーカー位置までケーブルを配線することをお勧めします。

Hi-Z 配線

SoundTube MA3501t

8オーム 配線
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6.照準の微調整
六角レンチを使用して、
トップスピーカーを目的の
位置に向けます。

注意：水の侵入を防ぐため
スピーカーを水平から
45°以上傾けないで
ください。

5. スピーカーを埋める
各穴にスピーカーを置き、
目的の方向に向け穴埋めを
開始します。
スピーカーが地面の十分な深さ
にあることを確認し、ケーブル
を地面の少なくとも5センチ下
に埋めてください。

重要：スピーカーが正常に機能
するように、ポートを泥で覆
わないようにしてください。

【注意】
スピーカーヘッド裏側のダイヤルはボリュームノブではありません。
固定されており、回すことはできません。
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4. Test
他セクションの配線を完了し、
各ユニットから音が聞こえる
ことをテストします。

※70.7V/100V 配線
70.7Vまたは100Vアプリケーション用に配
線する場合、緑と赤の配線は結線したまま
にしてください。
黒線と白線も結線したままにしておきま
す。次に、黄色（+）と青色（-）のワイ
ヤーで二次ワイヤー・ホイップを見つけま
す。CB5*の新しいモデルにはパープル
（＋）ワイヤーがあります。ワイヤーは、
以下のトランスのタップ設定に対応してい
ます：

*シリアルナンバーの最初の3文字が
「J23」、または4文字目が 「B」である
RockusticsのCB5スピーカーは、100V用ト
ランス（および70.7V用の32Wタップ）を
備えています。シリアル番号に"J23" また
は "B "のないシリアル番号は、100V構成
では使用しないでください。
例：SN:J230001737、SN:D23B0000123な
ど。
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1. レイアウト
システムのレイアウトを決定
します。
前項の注意を考慮し最適な場所
に各スピーカーを配置します。
また、アンプを設置場所に
置きます。

3. 8オーム 配線
緑/赤と白/黒が接続処理されたケーブルを見つけます。
緑から赤のケーブルを外し、白から黒のケーブルを外します。 
アンプからのプラス（+）をCB5の緑のケーブルに接続し、
アンプからのマイナス（-）をCB5の白のケーブルに接続します。
8オームの出力では、赤、黒、黄色、青のケーブルを使用しません。
非電導テープなどの部材を使用し防腐保護をしてください。

緑 白

黄色(+)
青(-)

8オーム 配線
はんだ処理されたケーブルが
端子で保護されています

8オーム 配線

緑
8 Ohm +

白
8 Ohm -

上図を参考に埋めるのに十分
な穴を掘り、スピーカーの下
に5～8センチの砂利または
砕石を配置します。




